
プ
ロ
ロ
ー
グ
２

　
　

追
放
と
再
生
と

《
野
生
化
人
工
知
能
侵
入
擾
乱
事
件
》
第
七
次
報
告
書

　
以
上
の
分
析
に
よ
り
、
中
央
保
安
局
は
度
重
な
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
繰
り
返
す
自
称
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ッ

タ
ー
」
の
電
脳
戦
能ポ

テ
ン
シ
ャ
ル

力
が
、
楽デ
ィ
ー
ヴ
ァ園の

そ
れ
を
上
回
る
も
の
と
判
断
。（
一
連
の
侵ハ
ッ
キ
ン
グ入に

つ
い
て
の
詳
細
な
分
析

は
添
付
資
料
を
参
照
せ
よ
）

　
よ
っ
て
通
信
源
の
現リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

実
世
界
に
保エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

安
員
を
送
り
込
み
、
直
接
に
そ
の
身
柄
を
拘
束
す
る
方
針
を
策
定
。
計

一
〇
八
名
の
保
安
員
に
、
有マ
テ
リ
ア
ル
ボ
デ
ィ

機
実
体
と
機エ
グ
ゾ
ス
ケ
ル
ト
ン

動
外
骨
格
・
阿ア
ー
ハ
ン

羅
漢
を
支
給
し
た
上
で
、
地
上
世
界
へ
と
派
遣
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
名
と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
が
、ア
ン
ジ
ェ
ラ・バ
ル
ザ
ッ
ク
で
あ
る
。（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト・コ
ー

ド
は
Ｚ
Ｑ
８
７
５
４
５
６
、
当
時
の
階
級
は
三
等
官
。
当
人
事
が
適
切
で
あ
っ
た
か
の
検
証
は
添
付
資
料
を
参

照
せ
よ
）

	

（
…
…
）



　
こ
の
際
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
有マ
テ
リ
ア
ル
ボ
デ
ィ

機
実
体
の
生
成
を
肉
体
年
齢
約
十
六
歳
時
に
て
中
断
。（
他

の
捜
査
官
に
先
行
す
る
意
図
と
思
わ
れ
、
服
務
規
程
違
反
に
は
当
た
る
も
の
の
、
当
時
の
担
当
管オ
ペ
レ
ー
タ

理
官
は
、
こ

れ
を
任
務
へ
の
積
極
性
の
発
露
と
評
価
し
黙
認
）

	
（
…
…
）

　
地
表
降
下
後
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
今
回
の
捜
査
に
お
け
る
補
佐
官
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
地
上
調

査
員
・
デ
ィ
ン
ゴ
（
本
名
ザ
リ
ク
・
カ
ジ
ワ
ラ
、
詳
細
別
記
）
と
合
流
す
る
が
、
そ
の
際
、
甲
種
指
定
汚
染
害

獣
の
一
種
、
通
称
サ
ン
ド
ワ
ー
ム
（
学
名
：Dunechaeta

）
の
群
集
団
と
遭
遇
。
ア
ー
ハ
ン
を
も
っ
て
こ
れ

を
駆
除
す
る
も
、
直
後
、
楽Ｄ

Ａ

Ｇ

Ｅ

園
全
域
警
戒
管
制
シ
ス
テ
ム
と
の
リ
ン
ク
喪
失
。
消
息
を
絶
つ
。

（
後
に
特
別
調
査
班
が
当
該
機
を
発
見
し
調
査
し
た
結
果
、
リ
ン
ク
喪
失
の
原
因
は
、
単
分
子
弾
頭
芯
高
初
速

徹
甲
榴
弾
に
よ
る
背
部
通
信
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
狙
撃
と
判
明
）

	

（
…
…
）

　
…
…
時
間
後
、
非
正
規
の
通
信
回
線
に
よ
り
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ・バ
ル
ザ
ッ
ク
の
電
脳
人パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

格
は
楽
園
に
帰
還
。

（
通
信
途
絶
中
の
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
は
現
在
も
調
査
中
。
詳
細
別
記
）

　
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
報
告
に
よ
り
、
侵
入
犯
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ッ
タ
ー
」
の
正
体
が
、
ナ
ノ
ハ



ザ
ー
ド
以
前
、
深
宇
宙
探
査
宇
宙
船
用
の
大
型
反
応
炉
建
造
の
為
に
構
築
さ
れ
た
量
子
演コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

算
装
置
内
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
が
奇
形
的
発
展
を
遂
げ
た
野
性
化
暴
走
人Ａ

Ｉ

工
知
能
だ
と
判
明
。

　
同
Ａ
Ｉ
は
意
識
の
獲
得
に
成
功
し
て
い
る
蓋
然
性
が
高
く
、
そ
の
危
険
度
は
Ｆ
カ
ン
プ
フ
測
定
法
が
定
め
る

３
Ｓ
ク
ラ
ス
を
確
実
に
上
回
る
こ
と
か
ら
、
中
央
保
安
局
は
そ
の
即
時
抹
消
が
必
要
な
駆
除
対
象
と
判
断
。
ア

ン
ジ
ェ
ラ・バ
ル
ザ
ッ
ク
に
、
同
Ａ
Ｉ
の
駆
除
及
び
そ
の
基イ
ン
フ
ラ盤

で
あ
る
中メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム

枢
演
算
装
置
の
破
壊
を
指
示
す
る
も
、

同
捜
査
官
は
こ
れ
に
抗
命
。

　
即
時
に
野
生
化
Ａ
Ｉ
へ
の
攻
撃
を
中
断
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
こ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
、
楽
園
に

対
す
る
無
差
別
の
電
子
的
攻
撃
を
行
う
旨
を
宣
言
。
こ
れ
を
受
け
て
、
中
央
保
安
局
は
即
座
に
そ
の
身
柄
を
拘

束
の
の
ち
、
同
捜
査
官
を
被
告
人
と
す
る
特
別
保
安
法
廷
を
開
廷
。

　
厳
正
な
審
議
の
末
、
被
告
人
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
一
連
の
事
件
の
幇
助
犯
と
認
定
。
外
患
誘
致
、

機
密
漏
洩
、
そ
の
他
の
罪
で
無
期
限
凍ア
ー
カ
イ
ブ結

刑
に
処
す
る
こ
と
を
決
定
、
こ
れ
を
即
時
に
執
行
し
た
後
、
地
上

に
展
開
中
の
全
捜
査
官
と
、
駆
除
対
象
の
潜
伏
拠
点
の
最
も
近
傍
に
位
置
す
る
第
七
低
軌
道
駐
屯
地
に
、
野
生

化
Ａ
Ｉ
の
駆
除
と
輸Ｈ

Ｌ

Ｖ

送
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
阻
止
を
下
命
。

	

（
…
…
）

　
な
お
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
野
生
化
Ａ
Ｉ
の
目
的
に
つ
い
て
、「
地
上
で
建
造
し
た
反
応
炉
を
、

ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
３
に
存
在
す
る
探
査
船
ジ
ェ
ネ
シ
ス
ア
ー
ク
号
ま
で
輸
送
し
、
深
宇
宙
探
査
を
行
う
こ
と
で
あ



り
、
一
連
の
不
正
ア
ク
セ
ス
は
、
そ
の
探
査
の
主
体
と
し
て
、
電
子
化
さ
れ
た
楽
園
市
民
を
勧
誘
す
る
こ
と
」

だ
と
証
言
し
た
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
幇
助
犯
の
申
告
で
あ
り
、
そ
の
信
憑
性
は
極
め
て
薄
い
。
地
上
拠
点

を
発
見
さ
れ
た
野
生
化
Ａ
Ｉ
が
、
深
宇
宙
へ
の
逃
亡
を
目
論
ん
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

	
（
…
…
）

　
同
Ａ
Ｉ
が
如
何
な
る
手
段
で
中
央
保
安
局
の
捜
査
官
を
籠
絡
せ
し
め
た
か
に
関
し
て
は
現
在
も
調
査
中
で
あ

る
。
な
ん
ら
か
の
思
考
制
御
や
洗
脳
に
よ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
示
す
明
確
な
証
拠
は
存
在
し

な
い
。（
詳
細
は
、
検
察
医
の
診
断
書
を
参
照
さ
れ
た
し
）

	

（
…
…
）

　
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
凍

ア
ー
カ
イ
ブ結

刑
執
行
よ
り
３
６
２
秒
後
、
中
央
保
安
局
管
理
下
の
凍ア
ー
カ
イ
ブ結サ

ー
バ
に

侵ハ
ッ
　
キ
ン
グ

入
、
野
生
化
Ａ
Ｉ
に
よ
り
同
受
刑
者
の
電
脳
人パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

格
が
奪
取
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
１
０
２
秒
後
、
逃
亡
し
た
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
野
生
化
Ａ
Ｉ
と
共
謀
し
て
第
七
低
軌
道
駐

屯
地
の
戦
略
部
機
材
課
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
侵ハ
ッ
キ
ン
グ入、
最
Ｎ新
型
ア
ー
ハ
ン
一
機
、
戦
略
級
共
鳴
弾
頭
一
基
を
含
む
多

数
の
武
装
コ
ン
テ
ナ
を
強
奪
。

　
第
七
低
軌
道
駐
屯
地
及
び
軌
道
防
空
団
が
追
撃
を
行
う
も
、
逃
亡
犯
は
共
鳴
弾
頭
を
使
用
し
た
た
め
、
Ｅ
Ｍ



Ｐ
効
果
に
よ
り
、
そ
の
位
置
情
報
を
消ロ
ス
ト失

、
そ
の
混
乱
に
よ
り
軌
道
猟
兵
大
隊
が
突
入
軌
道
を
逸
し
、
Ｈ
Ｌ
Ｖ

打
ち
上
げ
ま
で
の
地
表
到
達
が
不
可
能
と
な
る
。

　
結
果
、
野
生
化
人
工
知
性
の
駆
除
と
Ｈ
Ｌ
Ｖ
の
発
射
阻
止
は
地
上
に
派
遣
さ
れ
た
捜
査
官
た
ち
に
委
ね
ら
れ

た
が
、
捜
査
の
為
に
地
上
各
地
に
分
散
し
て
い
た
為
、
戦
力
は
逐
次
投
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現
地
へ
と
降

下
し
た
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
新
型
機
に
各
個
撃
破
さ
れ
、
Ｈ
Ｌ
Ｖ
の
打
ち
上
げ
と
野
生
化
Ａ
Ｉ
の
逃

亡
を
許
す
こ
と
と
な
っ
た
。

	

（
…
…
）

　
…
…
共
鳴
弾
頭
に
よ
る
攻
撃
は
低
軌
道
駐
屯
地
で
服
務
中
だ
っ
た
保
安
局
職
員
の
電
脳
人パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
格
を
消
滅
さ
せ

か
ね
な
い
暴
挙
で
あ
り
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
野
生
化
Ａ
Ｉ
の
目
的
の
た
め
な
ら
手
段
を
選
ば
な
い

行
為
は
、
決
し
て
許
さ
れ
ざ
る
人
道
に
対
す
る
罪
と
断
言
せ
ざ
る
を
得
ず
…
…

	

（
…
…
）

　
Ｈ
Ｌ
Ｖ
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
３
に
到
達
。
後
、
ジ
ェ
ネ
シ
ス
ア
ー
ク
号
の
発
進
が
確
認
さ
れ
る
。

	

（
…
…
）



　
地
上
世
界
に
逃
亡
し
た
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
行
方
は
現
在
に
至
る
も
不
明
。

　
一
連
の
事
件
に
は
、
地
上
調
査
員
デ
ィ
ン
ゴ
の
関
与
も
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
調
査
員
を
重
要
参
考
人

と
し
て
指
名
手
配
。

	

（
…
…
）

　
な
お
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
破
壊
な
い
し
破
損
せ
し
め
た
楽
園
公
共
財
産
は
以
下
の
通
り
。

　
高
機
動
宙
間
自
律
戦
闘
機　
撃
墜
27
機
、
大
破
32
機
…
…

　
機
動
外
骨
格
ア
ー
ハ
ン　
大
破
10
機
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＃

　

画
像
、映
像
、音
声
、体Ｖ

Ｒ

Ｍ

感
動
画
―
―
怒
濤
の
勢
い
で
メ
モ
リ
に
書
き
込
ま
れ
て
い
く
様
々
な
形
式
の
情
報
に
、

彼
女
の
意
識
プ
ロ
セ
ス
は
、
一
瞬
硬フ
リ
ー
ズ直
す
ら
し
か
け
、
そ
れ
で
も
懸
命
に
激
流
の
如
き
通
信
量
を
受
け
入
れ
た
。

　

茫
然
と
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

　

無
論
、
情
報
の
量
で
は
な
く
内
容
に
、
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
叛
逆
の
物
語
で
あ
っ
た
。



　

楽
園
―
―
人
類
が
長
い
歴
史
の
果
て
に
つ
い
に
築
き
上
げ
た
理
想
郷
。
そ
の
守
護
者
と
し
て
、
市
民
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
選
エ
リ
ー
ト

良
で
あ
る
は
ず
の
中
央
保
安
局
の
捜エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

査
官
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
暴
走
し
た
野
生
化
Ａ
Ｉ
の
手

先
と
な
っ
て
政
府
に
叛
逆
し
た
挙
げ
句
、
楽
園
を
追
放
さ
れ
て
地リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

上
世
界
の
荒
れ
野
に
姿
を
消
す
ま
で
の
物
語

だ
。

　

彼
女
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
。

　

中
央
保
安
局
を
裏
切
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
戦
略
級
の
共
鳴
弾
頭
―
―
場
合
に
よ
っ
て
は
楽
園
の
中
枢
サ
ー

バ
を
丸
ご
と
焼
き
尽
く
し
か
ね
な
い
、
す
な
わ
ち
人
類
文
明
を
滅
亡
さ
せ
か
ね
な
い
大
量
破
壊
兵
器
ま
で
使
用

す
る
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
。

　

だ
が
、
し
か
し
。
彼
女
を
驚
か
せ
た
一
番
の
原
因
は
、
そ
こ
に
は
な
い
。

　

自
分
は
―
―
、
自
分
は
確
か
に
中
央
保
安
局
に
、
楽
園
に
忠
誠
を
誓
う
捜
査
官
だ
っ
た
は
ず
だ
。
地
上
に
派

遣
さ
れ
る
捜
査
官
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
の
喜
び
。
誰
よ
り
も
早
く
楽
園
へ
の
侵
入
犯
を
見
つ
け
出
し
、
み
ず
か

ら
の
有
用
性
を
証
明
し
た
い
と
い
う
高
揚
感
。
そ
れ
以
外
の
思
い
な
ど
、
あ
る
も
の
か
。

　

ま
し
て
や
―
―

「
汝
の
姓
名
を
応
え
よ
」

　

そ
の
時
、
雷
鳴
の
如
き
声
が
、
彼
女
に
向
か
っ
て
降
り
注
い
だ
。

　

幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
問
い
に
、
彼
女
の
電
脳
人パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
格
は
自
動
的
に
応
じ
て
い
た
。

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
コ
ー
ド
Ｚ
Ｑ
８
７
５
４
５
６
―
―
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
三
等
官
」



　

そ
う
。
そ
れ
は
確
か
に
彼
女
の
名
前
だ
。
何
百
回
と
口
に
し
て
き
た
み
ず
か
ら
の
識
別
番
号
で
あ
り
、
み
ず

か
ら
の
階
級
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
女
の
意
識
は
混
乱
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
思
考
は
、
な
ぜ
、
と
い
う

み
ず
か
ら
へ
の
問
い
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。

　

そ
う
だ
。
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
。
そ
れ
が
私
の
名
前
だ
。
い
や
。
な
ら
ば
、
な
ぜ
私
は
こ
こ
に
い
る
。

私
は
楽
園
を
叛
逆
し
楽
園
を
追
放
さ
れ
た
は
ず
。
だ
が
私
は
叛
逆
な
ど
し
て
い
な
い
。
す
る
は
ず
が
な
い
。
な

ら
ば
な
ぜ
。
そ
も
そ
も
い
つ
の
ま
に
標Ｓ

Ｔ
準
時
で
４
半

年

４
０
０
時
間
も
の
時
間
が
流
れ
た
。

「
い
え
、
訂
正
し
ま
す
」

　

そ
の
問
い
に
応
え
た
の
は
、
メ
モ
リ
に
埋プ
ラ
グ
イ
ン
さ
れ

め
込
ま
れ
た
彼
女
自
身
の
知
識
だ
。

「
私
は
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ダ
ッ
シ
ュ
―
―
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
コ
ー
ド
―
―
未
設
定
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
予バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

備
情
報
を
も
と
に
製
造
さ
れ
た
準
電
脳
人パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

格
で
す
」

　

彼
女
の
ア
バ
タ
ー
の
口
が
発
し
た
言
葉
を
、
彼
女
の
耳
は
聴
く
。

　

メ
モ
リ
に
刷
り
込
ま
れ
た
知
識
が
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
。

現リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

実
世
界
に
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
元
三
等
官
が
赴
く
際
に
残
さ
れ
た
予
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
備
か
ら
作
成
さ
れ
た
、ア
ン
ジ
ェ

ラ
の
複
コ
ピ
ー

製
品
。
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
。
そ
れ
が
自
分
だ
と
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＃

　

楽
園
市
民
は
神
を
信
じ
な
い
。

　

死
後
の
世
界
も
、
魂
の
不
滅
も
。

　

自
我
と
は
、
生
物
が
生
存
の
た
め
に
進
化
の
過
程
で
獲
得
し
た
、
有
機
的
な
行
動
選
択
と
仮
説
検
証
用
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
を
構
成
す
る
基
イ
ン
フ
ラ

盤
が
損
壊
す
れ
ば
、
当
然
、
意
識
も
消
滅
す
る
。

　

同
時
に
、
神
と
は
、
解
明
不
可
能
な
現
象
に
誤
っ
た
因
果
関
係
を
導
き
だ
し
て
し
ま
う
人
類
の
生
物
学
的
欠

陥
が
生
み
出
し
た
誤
謬
に
他
な
ら
ず
―
―
こ
の
世
界
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
宗
教
は
歴
史
学
的
な
探
求
の
対
象

以
外
の
も
の
で
は
な
い
。

　

だ
が
。

　

だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
れ
は
、
人
か
ら
畏
れ
と
い
う
感
情
が
消
滅
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

　

み
ず
か
ら
の
存
在
を
遙
か
に
超
え
た
力
を
前
に
す
れ
ば
、
電
子
化
し
た
人
類
も
、
心
を
震
わ
せ
、
身
を
正
す
。

　

―
―
そ
の
空
間
は
、
ま
さ
に
そ
の
為
に
設
計
さ
れ
た
場
所
だ
っ
た
。

　

楽
園
中
央
保
安
局
、
中
枢
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
は
数
千
年
の
長
き
に
渡
っ
て
人
々
の
畏
怖
と
崇
敬
と
を
集
め
続
け
て
き
た
神
垣
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
る
。
赫
岩
に
て
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
仏
閣
、
天
を
突
く
大
理
石
の
神
殿
、
山
脈
の
よ
う
に
そ
び

え
立
つ
寺
塔
。
広
大
な
空
間
を
埋
め
尽
く
す
膨
大
な
ま
で
の
神
々
の
宮
は
、
そ
の
す
べ
て
が
目
眩
を
起
こ
す
ほ

ど
の
緻
密
さ
で
形
作
ら
れ
て
い
た
。
仏
塔
に
刻
ま
れ
た
彫
刻
の
ひ
と
つ
か
ら
し
て
視テ
ク
ス
チ
ャ

覚
効
果
で
な
ど
あ
ろ
う
は



ず
も
な
く
、
そ
の
す
べ
て
が
細
部
ま
で
造モ
デ
リ
ン
グ形さ

れ
た
も
の
だ
。

　

楽
園
市
民
数
万
人
分
に
も
匹
敵
す
る
膨
大
な
演
算
力
が
形
作
る
神
の
園
。

　

そ
こ
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
神
が
棲
ま
う
。
神
の
如
き
権
威
と
権
力
を
持
っ
た
者
た
ち
が
。

　

そ
び
え
立
つ
三
柱
の
ア
バ
タ
ー
が
示
す
の
は
中
央
保
安
局
の
高
官
達
。

　

全
知
全
能
た
る
裁
き
の
神
・
全ゼ

ウ

ス
宇
主
。

　

法
の
守
護
神
た
る
執
金
剛
神
。

　

迷
え
る
群
衆
を
導
く
知
恵
の
神
・
救ガ
ネ
ー
シ
ャ

衆
象
神
。

　

そ
の
御
姿
を
構
成
す
る
電
子
一
粒
単
位
で
演
算
し
て
い
る
の
で
は
と
思
わ
せ
る
、
凄
ま
じ
い
ば
か
り
の
情
報

密
度
を
前
に
す
れ
ば
、
そ
の
眼
前
に
侍
る
者
ど
も
は
、
み
ず
か
ら
の
矮
小
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
楽
園
の
偉
大

さ
を
五
感
に
刻
み
、
た
だ
た
だ
神
の
前
に
頭
を
垂
れ
る
ば
か
り
。

　

ま
し
て
や
そ
れ
が
―
―
叛
逆
の
罪
を
背
負
っ
た
咎
人
で
あ
る
の
な
ら
。

　

護
法
の
神
、
知
恵
の
神
、
そ
し
て
神
々
の
神
。

　

三
柱
の
巨
像
を
前
に
し
て
、
矮
小
き
わ
ま
り
な
い
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
が
身
に
纏
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
は
、
両
腕

を
後
ろ
手
に
拘
束
す
る
無
骨
な
枷
と
、
思
考
を
常
時
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
し
続
け
る
無
骨
に
す
ぎ
る
首
輪
、

そ
の
ふ
た
つ
だ
け
だ
っ
た
。

　

最エ
ン
ド
コ
ン
テ
ン
ツ

上
級
区
画
に
赴
い
て
も
け
し
て
見
劣
り
し
な
い
高
解
像
度
で
描
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
画
さ
れ
た
そ
の
瑞
々
し
い
肢
体
の
す
べ
て

を
、
あ
り
の
ま
ま
に
無
慈
悲
な
視
線
の
前
に
晒
し
て
い
る
。

「
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
。
君
は
楽
園
に
忠
誠
を
誓
う
か
？
」



　

雷
を
司
る
裁
き
の
神
―
―
全ゼ

ウ

ス
宇
主
が
厳
か
に
問
う
。

　

当
然
の
―
―
あ
ま
り
に
当
然
す
ぎ
る
問
い
だ
っ
た
。

「
も
、
も
ち
ろ
ん
で
す
。
中
央
保
安
局
の
保
安
員
と
し
て
市
民
の
生
命
と
情
報
を
守
る
こ
と
が
私
の
―
―
、」

　

け
れ
ど
も
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
の
答
え
は
そ
の
半
ば
で
か
細
く
消
え
て
い
く
。

　

な
ら
ば
な
ぜ
、
自
分
は
―
―
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
楽
園
に
叛
逆
し
た
の
か
。

　

そ
ん
な
問
い
が
、
あ
ま
り
に
自
明
す
ぎ
る
答
え
す
ら
彼
女
か
ら
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
。

「
そ
の
通
り
。
君
の
原オ
リ
ジ
ナ
ル型は

守
る
べ
き
市
民
の
生
命
と
情
報
を
危
険
に
さ
ら
し
、
野
生
化
Ａ
Ｉ
の
楽
園
へ
の
敵

対
行
為
を
幇
助
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
た
。
保
安
員
と
し
て
許
さ
れ
ざ
る
行
為
だ
」

　

執
金
剛
神
は
怒
気
を
滲
ま
せ
て
語
る
。

　

意
味
が
、
わ
か
ら
な
い
。

　

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
と
っ
て
―
―
つ
ま
り
自
分
に
と
っ
て
、
楽
園
は
絶
対
の
忠
誠
の
対
象
で
あ
る
。

　

そ
う
で
な
い
わ
け
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
楽
園
と
は
、
荒
廃
し
た
地
球
圏
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
文
明
世
界
。

　

そ
れ
を
守
る
以
上
に
崇
高
な
使
命
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

だ
か
ら
自
分
は
、
保
安
員
と
し
て
の
使
命
を
全
う
す
る
こ
と
で
己
の
資ス
ペ
ッ
ク質
を
発
揮
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
央

保
安
局
の
、
楽
園
政
府
の
、
そ
し
て
市
民
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
得
た
メ
モ
リ
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
己
を
保
安
員
と
し
て
、
楽
園
市
民
と
し
て
相
応
し
い
存
在
に
磨
き
上
げ
て
い
く
。
そ
れ
が
生
き
る

意
味
で
あ
り
、
生
き
る
喜
び
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

そ
の
自
分
が
、
楽
園
に
叛
逆
し
た
と
い
う
。



　

そ
う
し
て
自
分
は
、
叛
逆
者
の
複コ

ピ

ー
製
体
と
し
て
、
今
、
裁
き
の
神
々
の
前
に
立
っ
て
い
る
。

　

み
ず
か
ら
の
胸
の
内
に
問
う
て
み
て
も
、
自
分
自
身
の
い
か
な
る
部
分
か
ら
も
、
当
然
な
が
ら
楽
園
に
背
く

理
由
な
ど
見
つ
け
出
せ
ず
―
―

「
―
―
お
そ
ら
く
野
生
化
Ａ
Ｉ
―
―
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ッ
タ
ー
は
、
私
に
―
―
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
対
し
て
、

何
ら
か
の
洗
脳
を
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
い
え
、
あ
る
い
は
私
の
有マ
テ
リ
ア
ル
ボ
デ
ィ

機
実
体
が
地
上
で
な
ん
ら
か
の
精
神

的
な
疾
患
を
得
た
可
能
性
も
―
―
」

　

だ
か
ら
こ
そ
、
彼
女
は
こ
う
弁
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
私
た
ち
保
安
員
は
対
洗
脳
阻
止
機
構
の
埋プ
ラ
グ
イ
ン

め
込
み
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ま
た
地リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

上
世
界
に
投
入
さ
れ
る

有マ
テ
リ
ア
ル
ボ
デ
ィ

機
実
体
に
は
、
各
種
向
精
神
薬
物
に
対
抗
す
る
医メ
デ
ィ
カ
ル
ナ
ノ
マ
シ
ン

療
用
微
細
機
械
群
が
常
駐
し
て
い
ま
す
が
、
敵
に
楽
園
の

防
壁
を
突
破
す
る
技
術
力
が
あ
っ
た
以
上
―
―
、」

　

―
―
第
39
条

　

一
、
心
神
喪
失
者
の
行
為
は
、
罰
し
な
い
。

　

二
、
心
身
耗
弱
者
の
行
為
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
す
る
。

　

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
弁
明
を
続
け
る
中
で
、
不
意
に
意
識
に
浮
か
び
あ
が
っ
た
の
は
、
大
昔
に
存
在
し
た
と
あ

る
国
家
の
刑
法
の
一
文
だ
―
―
保
安
員
と
し
て
の
育
成
期
間
中
に
刷
イ
ン
プ
リ
ン
ト

込
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
、
つ
ま
り
は
「
自
分

が
自
分
で
な
く
な
っ
て
い
る
間
に
起
こ
し
た
犯
罪
は
罪
に
問
わ
れ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
、
当
時
は
、
生
身
の



人
間
と
は
、
い
か
に
不
合
理
な
存
在
か
と
呆
れ
た
の
を
思
い
出
す
。

　

向
精
神
薬
物
に
よ
っ
て
容
易
く
人
格
は
変
動
し
、
そ
れ
で
な
く
と
も
脳
に
病
を
得
れ
ば
容
易
に
「
自
分
で
な

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
生
の
人
間
と
い
う
存
在
に
、
法
を
適
用
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
思
う
と
、
視
覚
野

が
焦
点
を
失
う
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
し
、
逆
に
、
こ
の
よ
う
な
条
文
が
楽
園
の
法
体
系
に
存
在
し
な
い
こ
と

は
、
こ
の
社
会
が
、
完
璧
な
合
理
性
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
と
思
え
て
、
誇
ら
し
く
思
え
た
の

を
憶
え
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
ん
な
自
分
が
今
、
発
し
て
る
言
葉
は
何
だ
。

　

―
―
そ
の
罪
を
犯
し
た
私
は
、
私
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
非
合
理
極
ま
り
な
い
弁
明
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
、
他
に
語
る
べ
き
言
葉
を
彼
女
は
持
た
な
い
の
だ
。

　

つ
い
一
瞬
前
ま
で
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ッ
タ
ー
逮
捕
の
使
命
に
燃
え
て
い
た
は
ず
の
自
分
が
、
不
安
な
夢
か
ら

目
覚
め
て
み
れ
ば
、
一
匹
の
と
て
つ
も
な
く
巨
大
な
叛
逆
者
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

不
条
理
文
学
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
か
っ
た
。

「
で
す
か
ら
、
ど
う
か
も
う
一
度
、
洗
脳
や
精
神
疾
患
の
痕
跡
を
―
―
」

「
そ
れ
は
す
で
に
行
っ
た
」

　

必
死
の
弁
明
は
、
救ガ
ネ
ー
シ
ャ

衆
象
神
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
る
。

「
そ
も
そ
も
ア
ン
ジ
ェ
ラ
保
安
員
は
、
野
生
化
Ａ
Ｉ
が
用
意
し
た
通
信
回
線
に
よ
っ
て
楽
園
へ
と
帰
還
し
た
。

当
然
、
正
規
の
端
末
外
か
ら
の
通
信
で
あ
っ
た
が
為
、
何
者
か
に
よ
る
偽
装
接
続
の
危
険
性
も
考
慮
し
、
受



け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
特
に
厳
重
な
精
査
を
行
い
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
元
捜
査
官
の
電
脳
人パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

格
に
関
し
て
も
、

汎M

A

c

P

r

o

Ⅱ

用
精
神
解
析
装
置
に
よ
る
診
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

断
を
行
っ
た
が
、
一
切
の
問
題
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
」

　

今
度
こ
そ
、
彼
女
は
反
論
の
言
葉
を
失
う
。

　

楽
園
市
民
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
「
自
分
そ
の
も
の
」
で
あ
る
電
脳
人パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
格
は
、
指
紋
や
光
彩
な
ど
ま
る
で
比

較
に
な
ら
な
い
精
度
で
個
人
を
識
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ

別
す
る
。
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
た
と
し
て
も
、
個
人
の
人
格
を
強
制

的
に
造
り
変
え
る
が
ご
と
き
変
化
が
あ
れ
ば
、
汎M

A

c

P

r

o

Ⅱ

用
精
神
解
析
処
置
装
置
は
必
ず
そ
れ
を
検
知
す
る
は
ず
だ
っ

た
。

　

そ
う
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
そ
れ
は
ア
ン
ジ
ェ
ラ
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
ア
ン
ジ
ェ
ラ
と
し
て
楽
園
に

叛
逆
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

な
ぜ
だ
、
と
彼
女
は
問
う
。
脳
裏
が
問
い
に
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。

　

な
ぜ
、
自
分
は
楽
園
を
裏
切
っ
た
。
な
に
が
自
分
に
そ
う
さ
せ
た
。
自
分
は
何
を
考
え
た
。

　

そ
し
て
。

　

な
ぜ
、
自
分
は
こ
こ
に
い
る
の
か
。
な
ぜ
、
自
分
は
存
在
し
て
い
る
の
か
。

　

無
論
、
哲
学
に
目
覚
め
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

中
央
保
安
局
の
神幹

部々

達
は
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
の
叛
乱
を
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
自
身
の
意
思
に
よ
る
も
の
と
断
定
し
て

い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
叛
逆
者
が
残
し
た
予
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
備
な
ど
即
座
に
抹ワ
イ
プ消
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

―
―
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
そ
の
叛
逆
者
の
残
し
た
情
報
か
ら
自
分
と
い
う
存
在
を
つ
く
り
だ
し
た
。

　

そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。



「
現
在
ま
で
ジ
ェ
ネ
シ
ス
ア
ー
ク
号
撃
沈
の
為
に
、
十
数
の
計
画
が
立
案
、
実
行
さ
れ
た
」

　

執
金
剛
神
が
淡
々
と
事
実
を
述
べ
て
い
く
。
感
情
を
、
怒
り
を
、
殺
し
た
声
で
。

　

―
―
中
央
保
安
局
の
最
大
の
懸
念
は
、
深
宇
宙
に
逃
れ
た
野
生
化
Ａ
Ｉ
が
さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ
る
こ
と

だ
っ
た
。
楽
園
市
民
と
同
様
、
Ａ
Ｉ
も
寿
命
と
い
う
概
念
を
持
た
ず
、
時
間
的
制
約
は
意
味
を
成
さ
な
い
。
と

す
れ
ば
、
そ
れ
が
数
千
年
後
、
如
何
な
る
存
在
と
化
し
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
予
想
は
で
き
な
い
の
だ
。
だ

か
ら
中
央
保
安
局
は
同
Ａ
Ｉ
が
、現
状
、楽
園
の
電
子
戦
能ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
力
を
若
干
上
回
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
今
の
う
ち
に
、

こ
れ
を
確
実
に
消
去
し
よ
う
と
し
、
そ
し
て
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
叛
逆
に
よ
り
失
敗
。
野
生
化
Ａ
Ｉ

は
深
宇
宙
探
査
船
と
と
も
に
宇
宙
の
果
て
を
目
指
し
て
逃
走
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
当
然
の
こ
と
だ
が
当
局
も
そ
れ
を
座
し
て
見
送
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

ジ
ェ
ネ
シ
ス
ア
ー
ク
号
の
発
進
こ
そ
阻
止
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
遮
る
も
の
な
き
絶
対
真
空
の
宇
宙
空
間

を
ゆ
く
宇
宙
船
―
―
し
か
も
戦
闘
用
で
は
な
く
調
査
用
の
―
―
を
撃
沈
す
る
こ
と
は
、
混
沌
と
し
た
地
球
引
力

圏
内
に
隠
れ
潜
む
野
生
化
Ａ
Ｉ
の
居
場
所
を
突
き
止
め
破
壊
す
る
こ
と
よ
り
、
余
程
容
易
な
は
ず
だ
っ
た
。

　

だ
が
―
―

「
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
」

　

ア，
ン
ジ
ェ
ラ
の
周
囲
に
、
い
く
つ
も
の
情
報
窓
が
開
く
。

　

―
―
大
型
荷
電
粒
子
砲
に
よ
る
狙
撃
―
―
発
射
直
前
に
反
応
炉
が
誘
爆
し
破
損
。

　

―
―
対
艦
大
型
共
鳴
弾
に
よ
る
撃
沈
―
―
発
射
二
時
間
後
に
航
法
装
置
に
異
常
。
自
爆
。

　

―
―
ブ
ー
ス
タ
ー
を
装
備
さ
せ
た
長
距
離
進
行
型
機
動
外
骨
格
に
よ
る
追
撃
―
―
主メ
イ
ン
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ

動
力
源
が
原
因
不
明
の



出
力
低
下
。
追
撃
を
断
念
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
改
竄
の
痕
跡
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
遠
か
ら
ず
、
ジ
ェ
ネ
シ
ス
ア
ー
ク
号
の
撃
沈
は
不
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
」

「
撃
沈
作
戦
失
敗
の
原
因
は
明
ら
か
だ
」

　

救ガ
ネ
ー
シ
ャ

衆
象
神
が
言
っ
て
、
執
金
剛
神
が
続
け
た
。

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ッ
タ
ー
本
体
は
ジ
ェ
ネ
シ
ス
ア
ー
ク
号
に
搭
載
さ
れ
た
が
、
同
野
生
化
Ａ
Ｉ
は
同
船
の
発

進
を
援
護
す
べ
く
、
み
ず
か
ら
の
複
製
を
用
意
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
連
の
妨
害
活
動
は
、
こ
の
複

製
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
断
定
し
て
間
違
い
な
い
」

「
ゆ
え
に
」
と
全ゼ

ウ

ス
宇
主
が
言
う
。

「
ジ
ェ
ネ
シ
ス
ア
ー
ク
号
撃
沈
の
為
に
は
、
未
だ
地
球
圏
に
潜
伏
す
る
野
生
化
Ａ
Ｉ
の
複
製
体
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

セ
ッ
タ
ー
・
ダ
ッ
シ
ュ
―
―
Ｆ，
Ｓ
を
発
見
し
、
こ
れ
を
駆
除
根
絶
す
る
こ
と
が
、
急
務
で
あ
る
」

　

そ
の
宣
言
に
、
け
れ
ど
も
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
は
戸
惑
う
ば
か
り
だ
。

　

言
葉
の
内
容
は
わ
か
る
。
神
々
の
ご
と
き
彼
ら
が
焦
り
と
怒
り
、
そ
し
て
恐
怖
す
ら
抱
い
て
い
る
こ
と
も
。

　

だ
が
―
―
な
ぜ
、
そ
れ
を
私
に
、
叛
逆
者
の
複コ
ピ
ー製

に
告
げ
る
の
か
。

「
Ｆ，
Ｓ
の
捜
索
に
は
現
在
、
千
人
余
の
捜
査
官
を
動
員
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
未
だ
成
果
は
あ
が
っ
て
は
い
な

い
。
そ
も
そ
も
、
こ
れ
ま
で
野
生
化
Ａ
Ｉ
に
接
触
し
得
た
保
安
員
は
た
だ
ひ
と
り
で
あ
っ
た
」

「
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
―
―
つ
ま
り
君
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
」

「
な
ら
ば
野
生
化
Ａ
Ｉ
の
複
製
体
の
捜
索
に
は
、
同
保
安
員
の
複
製
体
を
も
っ
て
あ
た
る
が
得
策
だ
ろ
う
」

　

神
々
の
思
い
が
け
な
い
言
葉
。



　

ア，
ン
ジ
ェ
ラ
は
全
身
の
テ
ク
ス
チ
ャ
に
ノ
イ
ズ
が
走
る
感
覚
を
味
わ
っ
た
。

「
無
論
、
君
の
行
動
は
、
常
に
厳
重
な
監
視
下
に
置
か
れ
る
。
だ
が
我
々
は
、
野
生
化
Ａ
Ｉ
を
こ
の
ま
ま
放
置

す
る
こ
と
の
危
険
性
は
、
君
を
再
度
、
保
安
員
に
任
命
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
上
回
る
と
判
断
し
た
」

「
よ
っ
て
中
央
保
安
局
は
超
法
規
的
措
置
に
よ
り
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
予バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

備
情
報
よ
り
作
成
さ
れ

た
準
電
脳
人パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

格
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
コ
ー
ド
Ｇ
Ｔ
３
７
５
２
６
８
２
１
を
与
え
、
四
等
官
に
任
命
。
Ｆ，
Ｓ
の
捜

索
を
命
令
す
る
こ
と
し
た
」

「
無
論
、
わ
ず
か
な
り
と
も
楽
園
に
対
す
る
叛
逆
の
徴
候
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
君
は
即
座
に
凍ア
ー
カ
イ
ブ結さ

れ
る
。

加
え
て
君
の
生
存
権
・
財
産
権
・
社
会
権
を
は
じ
め
と
す
る
楽
園
市
民
と
し
て
の
人
権
は
こ
れ
を
制
限
さ
れ
る
。

よ
っ
て
自
律
思
考
に
必
要
な
最
低
限
度
の
も
の
を
の
ぞ
き
所
有
メ
モ
リ
は
こ
れ
を
す
べ
て
没
収
。
捜
査
官
と
し

て
の
任
務
に
必
要
な
メ
モ
リ
は
、
そ
の
都
度
申
請
に
応
じ
…
…
」

　

神
々
の
声
が
急
に
遠
く
な
っ
た
気
が
し
た
。

　

い
や
―
―
そ
う
で
は
な
い
。
自
分
の
聴
力
が
急
速
に
衰
え
て
い
る
の
だ
。
聴
力
だ
け
で
は
な
い
。
視
界
が
ぼ

や
け
る
。
ぼ
や
け
て
い
る
の
は
視
界
だ
け
で
は
な
い
。
彼
女
の
ア
バ
タ
ー
自
体
が
に
じ
む
よ
う
に
曖
昧
に
な
っ

て
い
く
。
メ
モ
リ
の
喪
失
に
よ
っ
て
、
百
億
光
年
先
の
ガ
ン
マ
線
バ
ー
ス
ト
を
聴
い
た
聴
覚
も
、
素
粒
子
の
感

覚
を
な
ぞ
っ
た
触
覚
も
、
高
解
像
度
の
ア
バ
タ
ー
も
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。

　

だ
が
。
か
ま
う
も
の
か
、
と
彼
女
は
思
う
。

　

新
た
に
出
現
し
た
情
報
窓
は
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
の
個パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ

人
履
歴
だ
。

　

準
電
脳
人パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

格
―
―
多
少
複
雑
な
対
話
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
程
度
の
権
利
し
か
持
た
な
い
空
白
の
履
歴
に
書



き
込
ま
れ
て
い
く
、
四
等
官
の
文
字
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
コ
ー
ド
。
そ
し
て
準
市
民
権
―
―
こ
の
対
価
と
考
え
れ

ば
安
い
も
の
だ
。
失
っ
た
メ
モ
リ
な
ど
ま
た
取
り
返
せ
ば
い
い
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
―
―
叛
逆
者
の
稼
い
だ
メ
モ

リ
な
ど
、
い
っ
そ
捨
て
て
し
ま
っ
た
方
が
せ
い
せ
い
す
る
。

「
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
四
等
官
。
君
は
楽
園
に
忠
誠
を
誓
う
か
」

　

救ガ
ネ
ー
シ
ャ

衆
象
神
が
問
う
。

「
誓
い
ま
す
」

　

ア，
ン
ジ
ェ
ラ
は
即
答
す
る
。

「
貴
官
の
任
務
は
何
か
」

　

執
金
剛
神
が
問
う
。

「
楽
園
に
危
害
を
及
ぼ
す
野
生
化
Ａ
Ｉ
を
根
絶
す
る
こ
と
で
す
」

　

ア，
ン
ジ
ェ
ラ
は
即
答
す
る
。

「
な
ら
ば
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
四
等
官
。
君
の
忠
誠
を
示
す
が
い
い
」

　

全ゼ

ウ

ス
宇
主
の
言
葉
と
共
に
、
そ
の
腕
を
拘
束
し
て
い
た
枷
が
消
滅
す
る
。

「
君
が
見
事
、
Ｆ，
Ｓ
の
駆
除
に
成
功
す
れ
ば
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
叛
逆
は
何
ら
か
の
事
故
で
あ
っ

た
と
証
明
さ
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
い
う
名
と
彼
女
の
市
民
権
は
君
の
も
の
に

な
る
。
証
明
せ
よ
、
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
。
君
が
、
君
こ
そ
が
、
真
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
で
あ
る
と
」

　

ア，
ン
ジ
ェ
ラ
は
即
答
す
る
。

「
は
っ
。
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
四
等
官
は
、
か
な
ら
ず
や
Ｆ，
Ｓ
を
殲
滅
い
た
し
ま
す
」



　

オ
リ
ジ
ナ
ル
が
―
―
い
や
私
と
同
じ
名
の
叛
逆
者
が
何
故
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
走
っ
た
か
。
そ
れ
は
も
う

問
う
ま
い
。
答
え
な
ど
出
る
わ
け
が
な
い
。
な
ん
ら
か
の
―
―
お
そ
ら
く
は
野
生
化
Ａ
Ｉ
か
ら
の
干
渉
に
よ
っ

て
バ
グ
を
発
し
、
暴
走
し
た
。
そ
の
結
果
、
築
き
上
げ
た
す
べ
て
を
失
っ
た
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
。
そ
ん
な

狂
気
を
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
ま
で
そ
れ
に
飲
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

私
が
す
べ
き
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

　

捜
査
官
と
し
て
の
有
用
性
と
、
忠
誠
心
を
証
明
し
、
そ
し
て
失
っ
た
メ
モ
リ
を
取
り
戻
す
。

　

そ
し
て
私
こ
そ
が
真
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
だ
と
示
す
。

　

必
ず
、
示
し
て
み
せ
る
。

　

—
—

そ
う
ア，
ン
ジ
ェ
ラ
は
誓
っ
た
。


